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② マスターバックアップが正常に行えているかの確認 
 

【共通処理】→『ｄｂ導入・設定・印刷』の「保存・転送」内の「5.バックアップ･リストア」を選択して、 

処理履歴の『作業直前のバックアップ日時』のバックアップ及び転送処理の結果が『正常終了』になっているこ

とを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※マイナンバーシステム導入済みの場合は、バックアップマスターキーの作成が完了していることを確認

してください。 

③ SQLServer2012 へバージョンアップされているかの確認 
 

ICS 業務画面上部の       をクリックしてください。 

  

 

 

 
 

 

▼ プログラム CD によるバージョンアップ前のお願い 

① バージョンアップ前に、必ず、データの バックアップ を行ってください。 
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●送付プログラムのインストール手順 

インストールを行うコンピュータで処理中のプログラム及び業務はすべて終了してください。 

 ＩＣＳ業務を行う全ての機械にインストールしてください。 

ターミナルサーバーシステム（ＴＳＳ）をご利用の場合は親機のみにインストールしてください。（イ

ンストール中は子機のＩＣＳ業務を LOGOFF で終了しておいてください） 

 ＯＣＲ機をネットワークでご使用の場合は、タスクバーの“ＯＣＲ（ＡＲ）サーバー”を終了してお

いてください。 

  インストール終了後、スタート→プログラム→スタートアップ→“ＯＣＲ（ＡＲ）サーバー”をク

リックしていただくと起動します。 

 インストール途中は別の作業を行わないでください。 

① 

 

ＩＣＳ業務を終了してください。 

ＥＮＤ→業務終了（バックアップは“行わない”

を選択します。） 

 

② 
ＯＳが Windows７,Server2008 の機械では 

ＯＳが Windows ８, ８.１,１０ の機械では 

をクリックして 

 

同封のＣＤをケースより取り出してバージョンア

ップする機械にセットしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「AtdwInst.exe の実行」→「ユーザーアカウント

制御（続行）」を選択してください。 

 

 

 

業務種別にプログラムの一覧が表示されます。 

 

画面下のバージョンアップをクリックしますと、

選択したプログラムのインストールを開始しま

す。（後でバージョンアップをクリックします

と、当画面を閉じます。） 

 

■各業務のバージョンアップ情報について 

業務種別プログラムの「バージョンアップ情報」

に『クリック』が表示されています。 

該当箇所をクリックしていただくと、バージョ

ンアップ情報が表示されます。 
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●ＣＤ内にセットしているマニュアルの表示について 
ＣＤセット後、マイコンピュータ又はコンピュータを開き、ＣＤをセットしているデバイスを右クリック

し、“開く”クリックします。 

開いた画面より「マニュアル」フォルダをダブルクリックしますと、マニュアルの一覧が表示されます。 

 

 

       →           →                   

 

 

 

右クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストール中の画面です。 

インストール作業を中止したい場合は、中止

又は 

キャンセルをクリックしてください。 

※中止又はキャンセルボタンは転送中・展開

中にのみ可能で、インストール中はクリック

できません。 

 

 

未契約のプログラムをインストールした場合

に表示します。 

ＯＫをクリックしますと次のプログラムのイ

ンストールを開始します。 

③ 

 

 

 

インストールが完了しましたので、ＯＫをク

リックしてください。 

 

 

 

 

 

未契約等でインストールされないプログラム

があった場合は左記画面が表示されます。 
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プログラムインストール後の処理 

 
   手    順  詳   細 

１ ＩＣＳ業務選択起動  
①「顧問先情報の登録」業務以外を起動すると「顧問先情報の登録」

業務の起動促すメッセージを表示します。 
 
 
 
 

※「顧問先情報の登録」以外の業務は起動不可となります。 
 

２ ｢共通処理｣→｢マスタ管理処
理｣→｢事務所・顧問先管理｣
→｢顧問先情報の登録｣を選択 

 
①顧問先情報をデータベースへバージョンアップするメッセージ
を表示します。 
 「はい」で進むとバージョンアップが開始されます。 
 
 
 
 
 ※業務選択で選択しているマスターデバイスをバージョンアッ

プします。 
②バージョンアップ完了後は、一旦業務を終了します。 
 ※不正情報がある場合のみ下記の不正情報を画面表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
③バージョンアップ完了後、全業務起動可能となります。 

 
 


